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〒920-0806　石川県金沢市神宮寺３丁目20番５号
TEL：076-251-1010（代）

一般社団法人  石川県歯科医師会

第73回近畿北陸地区歯科医学大会ホームページ
検 索近畿北陸

JR金沢駅兼六園口（東口）より徒歩１分電車・新幹線

お　　車 ・金沢西ICから約15分 
・金沢東ICから約10分

交通アクセス大会日程

石川県立音楽堂（コンサートホール）令和３年10月17日（日）
石川県金沢市昭和町20-1（金沢駅兼六園口）
TEL：076-232-8111（代）

JR金沢駅
金沢港口（西口）

兼六園口（東口）

石川県立音楽堂
金沢フォーラス

鼓門

もてなしドーム

ANAクラウン
プラザホテル金沢

バス
のりば

タクシー
のりば

バス・タクシー
のりば

ホテル日航金沢

北陸本線

9：00 開場・受付

12：00 休　憩

10：00 開会のことば 大会副会長　村戸　建一

16：20 閉会のことば 大会副会長　千田　恭恵

11：20 大会セレモニー
　挨　拶 大会会長　飯利　邦洋
　祝　辞 石川県知事　谷本　正憲
　 金沢市長　山野　之義
　 日本歯科医師会会長　堀　　憲郎
　 日本歯科医学会会長　住友　雅人
　次期開催地紹介・次期会長挨拶
　 （一社）大阪府歯科医師会会長　深田　拓司

13：20 特別講演・シンポジウム
「健康長寿 鍵は“食力”
　－国家戦略としてのフレイル予防・
　　　　　　　　　　 オーラルフレイル予防－」
 東京大学高齢社会総合研究機構 機構長　飯島　勝矢

「パラダイムシフトを迎えた京の食支援」
　 一般社団法人愛生会山科病院　　　　　　
　 消化器外科部長　荒金　英樹

「口腔機能の変化と
　　「食べる」を評価する意義＋α
　　　　　　　 ～食べたいを叶える１・２・３～」
 公立能登総合病院 歯科口腔外科部長　長谷　剛志

基調講演
「ボケ日和 ～幸せな最期を迎えるために～」
　 医療法人「ブレイン」理事長　長谷川嘉哉

一般社団法人  石川県歯科医師会

令和３年10月17日（日）
石川県立音楽堂



略歴
2001年　北海道医療大学歯学部 卒業
2006年　金沢大学大学院医学系研究科 修了　医学博士
2009年　公立能登総合病院歯科口腔外科 医長
2015年　同　部長
現在に至る

その他役職
・金沢大学大学院医薬保健学総合研究科
　外科系医学領域顎顔面口腔外科学分野 非常勤講師
・琉球大学大学院医学研究科 顎顔面口腔機能再建学講座 非常勤講師
・「食力の会」代表
・市立輪島病院 歯科口腔外科 非常勤医師
・石川県立田鶴浜高校 衛生看護科 非常勤講師

第73回 近畿北陸地区歯科医学大会会長
（一社）石川県歯科医師会会長

飯利　邦洋
医療法人「ブレイン」理事長

長谷川 嘉哉

　第73回近畿北陸地区歯科医学大会を令和３年、秋深まる石川県
金沢市において開催できます事は大変光栄であり、この上ない喜び
であります。
　石川県においては12年ぶり、６回目の開催となります。この歯科医
学大会は年々発展を続けていますが、これもひとえに近畿北陸地区
歯科医師会会員の皆様のご尽力の賜物と心より感謝を申し上げます。
　昨年来続いています、新型コロナウイルス感染症蔓延により世界
中の社会生活は一変しました。日本においても、とりわけ近畿地区の
皆様におかれましては、医療体制維持の危機に瀕する時期を経験さ
れ、私も心を痛めていました。度重なる緊急事態宣言の中、多くの国
民、市民はしっかりとした倫理観、自制心を持ち続け国難ともいえる
事態を乗り越えようとしています。ワクチン接種も順調に進む中、歯
科医師会会員の皆様の中にもその担い手としてご協力いただきまし
たことに敬意を表するものであります。
　さて、第73回大会のテーマは「健口生活でハッピーエイジング ～人
生100年時代を元気に生きる！～」といたしました。
　超高齢社会を実体験している日本、いろいろと課題が見えてきてい
ます。私たち歯科医師がどのように向き合い、またどのように関わっ
ていけるのかが今問われています。健康長寿、すなわち単に長生きす
ることだけでなく、「食べる」「話す」「笑う」という日常の基本的機能
を人生の終わりまで全うすることを目標とし、その実現に全力を注い
でいきたいと思います。
　基調講演では、長谷川嘉哉先生が認知症との向き合い方を中心に、
シンポジウムにおいては、飯島勝矢先生、荒金英樹先生、長谷剛志
先生がそれぞれの立場から、“オーラルフレイル予防と「食べる」をつ
なぐ新たな挑戦！”というテーマでご講演いただきます。講師の皆様
はこの分野における日本のトップリーダーの方々です。大変貴重な講
演会となることは間違いありません。
　大会会場の石川県立音楽堂は、オーケストラ・アンサンブル金沢の
本拠地であるコンサートホールを中心に邦楽ホール、多目的ホールを
併せ持つ音楽文化施設です。金沢駅に隣接し、秋の石川の観光、味
覚の堪能にと、お出かけしやすい立地になっております。多くの先生
方、デンタルスタッフの皆様方にご参加していただけるよう、関係者
一同万全の準備をしてまいります。
　最後に、本大会の開催にあたり、ご支援、ご協力いただきました石
川県、金沢市、その他関係各位に心より御礼を申し上げるとともに、
大会の成功を目指してまいります。

略歴
1990年３月　名古屋市立大学医学部 卒業
1990年５月　名古屋市立大学 第２内科（現：脳神経内科）
1992年４月　岐阜県立多治見病院 神経内科
1996年４月　名古屋市厚生院付属病院 神経内科
2000年４月　医療法人ブレイン理事長
現在に至る

所属学会・役職等
医療法人『ブレイン』理事長、NPO法人『グッドシニアライフ』代表理
事、NPO法人『PAL研究会』代表理事、社団法人『東海相続支援コンサル
ティング』代表理事、社団法人『ケアリングデザイン』監事

患者様の生活に目を向ける「ライフドクター®」の名前をもつ

略歴
1990年　東京慈恵会医科大学 卒業、千葉大学医学部附属病院 循環器内科

入局、東京大学大学院医学系研究科加齢医学講座 助手、同講師、
米国スタンフォード大学医学部 研究員を経て、

2016年　東京大学高齢社会総合研究機構 教授
2020年　東京大学高齢社会総合研究機構 機構長・未来ビジョン研究センター 

教授
現在に至る

◆内閣府「一億総活躍国民会議」有識者民間議員
◆厚生労働省「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に関する有識
者会議」構成員
◆厚生労働省「全国在宅医療会議」構成員
◆厚生労働省「人生100年時代に向けた高齢労働者の安全と健康に関する
有識者会議」構成員
◆日本学術会議「臨床医学委員会 老化分科会」ボードメンバー

ボケ日和
～幸せな最期を迎えるために～

東京大学　高齢社会総合研究機構 機構長
　　　　　未来ビジョン研究センター 教授

飯島　勝矢

健康長寿 鍵は“食力”
－国家戦略としてのフレイル予防・
　　　　オーラルフレイル予防－

一般社団法人愛生会山科病院 消化器外科部長

荒金　英樹

パラダイムシフトを
　　　　迎えた京の食支援

公立能登総合病院 歯科口腔外科部長

長谷　剛志
略歴
1992年３月　京都府立医科大学 卒業
1992年４月　京都府立医科大学 第一外科（現消化器外科入局）
1993年４月　済生会京都府病院 外科
1996年４月　京都府立医科大学 第一外科（後に消化器外科に名称変更）
2000年４月　一般社団法人愛生会山科病院 外科医長
2004年４月　一般社団法人愛生会山科病院 消化器外科部長
現在に至る

所属学会
日本外科学会、日本消化器外科学会、日本消化器病学会、日本緩和医療学
会、日本医療マネジメント学会、日本静脈経腸栄養学会、日本病態栄養学
会、日本在宅医療連合学会、日本摂食嚥下リハビリテーション学会、日本
がんサポーティブケア学会、日本リハビリテーション栄養学会、ヨーロッ
パ静脈経腸栄養学会(ESPEN)、日本PTEG研究会

口腔機能の変化と
「食べる」を評価する意義＋α
　～食べたいを叶える１・２・３～

大会会長挨拶 基調講演 特別講演

特別講演 特別講演


